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編　集　後　記
　

　困難な事態で議論が混迷する場合には，基本的な考え方に立ち返ることが求められる．基本的な考え方に戻って問題

を考える際には，海外の事例も参考になると思われる．海外の取り組みを参考にすることは，より広い範囲の知見を用

いて考える材料を増やすだけではなく，考え方そのものの違いを整理する上でも有用であると思われるからである．

　本号で特集した国際保健の取り組みは，歴史的なパラダイム転換を重ねて発展しており，問題解決に取り組む際の考

え方そのものが時代と共に問われ，進化してきたが，さらに検討を深めるべき課題が指摘されているだけでなく，従来

の予測を超えた課題も生じており，そのような状況での様々な取り組みやそれぞれの課題の整理が各論文で示されてい

る．読者の方々が挑まれている課題の解決に役立ち，その経験が国際保健に展開にも役立つことを願いたい．
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